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 Buh■eraEdPollakによ!),BergeyのDeterminativeBacteTio:Logy

 には記載されていない,いわゆる非定型抗酸菌(U且classifi.edmycobac七eria,

 Atypicala、Cid-fa8七bac1ユエi)が病源性を有すると発表されて以来,これ等の

 菌群の分類は急、務となった。Runyonは,非定型抗酸菌を発育速度とコロニーの性状よ夢,四

 群に大別しているが,この研究では,抗酸菌のう『ら遅発育抗酸菌(S■OWエygrOwi且9

 aci邑一fa8七baciユii)について,Runyo五の分類法と,本邦及び外国患者株,入由来非

 患者株,自然界抗酸菌とを対比し,種々の生化学的性状より分類を試み,相互の関係を検討した。

 研究材料及び研究方法

 Sau七〇且培地又は小川培地に一定期間培養したヒト型結核菌(エNH感染菌)14味,ウシ

 型菌7株,トη型菌12株.,非定型抗酸菌では本邦株45株,列国株57株,又人由来非患者株は

 M・七errae(Wayne)5株,M.gaBtri5株,自然界抗酸菌では,本邦株19株・外国

 株6株の計146株を使用した。

 生化学的鑑別法としては,室温カタラーゼ活性試験.,・68℃耐熱性カタラーゼ活性試験,硝酸

 塩還元試験,Twee且80加水分解試験,ア1〕西サルファターゼ5週間試験,ウレァーゼ,ニコ

 チンアミダーゼ,ピラジノァミダーゼ,ベンツアミダーゼ,イソニコチノアミダーゼ,サクシン

 アミダーゼ・アセトアミダーゼ・フオルムアミダーゼの8種アミダーゼ反応・及びナィァシンテ

 ストを行なった。

結 果

 1)ヒト型結核菌は,ナイアシンテスト陽生,68℃耐熱性カタラーゼ活性試験陰性,硝酸塩還

 元試験強陽性,ウレアーゼ,ニコチンアミダ7・ゼ,ピラジソアミダーゼ各々陽性であり,同定出

 来る。

 ・2)ウシ型菌は,68℃耐熱性カタラーゼ活性試験陰性,硝酸塩還元試験陰性,ウレァーゼ陽性,

 ニコチンァミダーゼ,ピラジンアミダーゼ各々陰性となり鑑別出来た。.
 5)RUnyGnの1群M.ka且8a日iiは,室温カタラーゼ活性が比較的強ぐ,又,68℃耐熱

 性カタラーゼ活性試験陽性,硝酸塩還元試験強陽性,Tween89加水分解試験強陽性であり,

 ウレア^ゼ,ニコテンアミダーゼ陽性,ピラジンァミダーゼ陰性となり同定可能である。本邦株

 と外国株との闘にぱ差が翻められなかった。

 一126一



 4)R肌nyoロの∬群Seo七〇c且rOmOgeロB・(本邦患者株,外国SCrofuエa七ype,本邦

 土壌株,外国TaPWater七ype)では特徴的かつ均一な生化学的症状は認められなかった。'

 しかし,本邦及び外国株とも,自然界抗酸菌は,弱いながらもTweeロ80を加水分解し,患者

 株とわずかながら相異が認められた。

 5)ト1,型菌と本邦公衆浴水株は・実施した試験の成績が全て合致し'鑑別することは出来なか
 った。

 ト1,型菌と近縁関係にあるといわれる皿群外国患者株(Ba耽eybaci■■u8)は,アll

 ルサルフアターゼ5週間試験により鑑別された。即ちト1〕型菌は,陰性であるのに対し,Battey

 bacエ■■UBは陽性である。皿群本邦患者株では,外国株同様,.アリルサルファターゼ5週間

 試験陽性となるものが多数あるが,陰性のものも多ぐ,さらに硝酸塩還元試験強陽性,Twee且

 80加水分解試験強陽性となるものなどがあり・この株はむしろ人由来非病原株¥.gas甘iと
 かなりよく似ている。この様に,皿群本邦患者株はその均一性にかなわ問題がある。

 田群のうち,人由来非患者株のM.七errae(Way且e),M.ga日tri及び本邦自然界抗酸菌

 M.terrae(束村)は,Tween80を強力に加水分解する特異なグループを形成している。

 これ等は,68℃耐熱性カタラーゼ活性試験.硝酸塩還元試験,ア1,ルサ」レファターゼ5週間試

 験,ウレアーゼテスト等に対する態度を異にし,相互に鑑別するこ'とが出来た。

 6)五群本邦患者株と皿群本邦患者株の間には,用いた鑑別怯の上では,著明な差異は認め`'られず,父

 各々の群の中に盤北学的性状を異にするものが混在し,外国株に比し,均一性にかなり問題がある。

 .結  論∫

 1)ヒト型結核菌,ウシ型菌,RUllyOnの1群M.kansasiiは用いた鑑別法で均一性と特異

 性を示し鑑別出来た。

 2)RuoyOnの皿群Sco七〇ChromOgen日は均一でなぐ,特異的.性状は認められなかった

 が,皿群のうち,M.七errag(Wayne),L生.terrae(束村),M.gastriの如ぐ,

 特異性を示ナ電のも見られた。

 5)患者株と自然.界抗酸菌とを比較して見ると1用いた生化学的鑑別法に沿いて,特に相異は認

 められなかった。叉トη型菌と本邦公衆溢水株との鑑別は不可能であった。

 4)本邦患者株と外国憲者株について比較して見ると,外国株は均一な性状を示したのに対し.

 本邦椥かなり均一性に問題があり,特に皿群の本邦患者株の中には,M.ga8triと類似の生

 化学的性状を示すものが認められ牟。

 一127一



 智査結果の要旨

 抗酸菌は従来動物に対する病原性により分頚されてきた。しかし,いわゆる非定型抗酸菌

 (Atypicalacid蟻fas七baci■li,uncla88ifieαmycobacteria)'が人

 体に対し満胸生を有するということが判明して以来,この一群の抗酸菌の分頚は,急務となって

 いる。

 本論文では,抗酸菌のうち,遅発育抗酸菌について,Ru亘yonの分類法と,本邦及び外国患

 者株,人由来非患者株,自然界抗酸菌とを対比し,種々の生化学的性状より分数を試み,相互の

 園係を検討している。即ち生化学的鑑別法として,ナィアシンテスト,室温カタラーゼ活性試験

 68C耐熱性カタラーゼ活性試験,硝酸塩還元試験,TWeen80加水分解試験,アリルサルフ

 ァターゼ5週試験及び8種のアミダーゼテストを用い享次の知見を得ている。

 bヒト型結核菌,ウシ型菌,Runγonの分類法による1群M.kansasiiは,均一な特

 異的性状を示し,鎌別出来る』2)Runyonの五群,通辞の抗酸菌は,均一性と特異性を示さ

 ず,さらに検討を要する。5)RUny・onの皿群の中にTween8日を強力に加水分解する特異

 的な菌群が存在する。4)患者株と自然界抗酸菌との閻に特別差力1認められず,特にトリ型菌と

 公衆治水株は,酷似しており鑑別がむずかしい。5〕本邦で分離した、感岩株は均一性にかなり問

 題があり,特に注目すべきことはRunyOnの皿群本邦患者株にTwe6n80を担ぐ加水分解し,

 米国に沿いて分離され,病原性がないとされているM.ga飢ri類似の株が存在する。

 以上¢)如く抗酸菌の分類方法を一段とす』め,RUny・Onの分類法を生化学的性状より批評し

 著者の分類法と病原性を追求し新知見を得ている。

 従って本論文は学位を授一与するに値するものと判定する。
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